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色素増感型太陽電池とは、導電性ガラス、色素をまとった酸化チタン、 

電解質を組み合わせて作られる。太陽からの光を色素が吸収すると電子を

放出し、その電子を酸化チタンが受け取り発電するという仕組みである。

変換効率は 5～11％と、太陽電池の 12～16％と比べると比較的低い。 

 

実験 1 

 

 

 

 

  

 

考察１ マローブルー色素と比較しハイビスカス色素の方が変換効率は良いこと

がわかり、電力は使用する色素と関係があると言える。 

 

実験２ 

 

 

 

 

 

 

ハイビスカスとマローブルー     ハイビスカスとニンジン 

 

 

 

 

 

ハイビスカス      マローブルー       ニンジン 

考察２ 

ハイビスカスとマローブルーの混合液とハイビスカスとニンジンの混合液はそ

れぞれの利点を混合液のグラフの向上に繋げている。 

アントシアニン系の色素のみ使用したハイビスカスとマローブルーの混合液よ

りも、アントシアニン色素のハイビスカスとカロテノイド色素のニンジンの混合

液のほうが、吸収しないスペクトルを片方の色素で補っているので、グラフより、

より多くのスペクトルを吸収する。これより、なぜ実験１でハイビスカスとニン

ジンの混合液の値がよかったのかが、理由づけられる。 

実験３ 

 

 

 

考察３ 仮説通り電圧値がよかったので、TiO2 にはポリエチレングリコールをい

れたほうが良い。 

実験４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察４ TiO2 ペーストを３０分混ぜたものに比べ、２４時間混ぜ、混ぜた回数の

多い方が、TiO2が分散するので短絡電流値が上がった。 

  

本研究では、変換効率の高い色素増感型太陽電池を作成するために、色素

や TiO2層に着目し様々な条件で色素増感型太陽電池を作成する。そして、得

られた起電力から、変換効率を上げることについて考察する。 
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結果 考察 

ハイビスカス 1.95mV 12.5μA 

マローブルー 1.57mV 10.3μA 

ニンジン 1.38mV 10.3μA 

ハイビスカスとマローブルーの混合液 3.23mV 20.8μA 

ハイビスカスとマローブルーの混合液 6.37mV 36.5μA 

 

ポリエチレン 

なし 

0.007V ポリエチレン 

あり 

0.110V 

0.006V 0.011V 
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要旨 

 

作成過程                                                                                        

１ 導電性ガラス板に酸化チタンペーストを塗り、ガスバーナーで加熱して 

から色素につける 

２ もう１枚の導電性ガラス板に黒鉛を塗る 

３ １と２を重ね合わせ、ヨウ化物電解質溶液を全体に湿らせる 

 

※実験 1,2,3 は色素の種類などを変えた実験であり実験ごとに TiO2 層

は統一している 

仮説１ アントシアニン色素のハイビスカス・マローブルーは極性をもつ

ので酸化チタンに電子を渡しやすくなる。カロテノイド色素のニンジンは

極性がないので電子を渡しにくく、アントシアニン系より発電効率が悪く

なる。 

実験１ ハイビスカス・マローブルー・ニンジンの色素。また、それらの混

合液を使用し、電圧を計測した。 

仮説２ ハイビスカスとニンジンの混合液は、互いに色素の吸収スペクト

ルの幅を補うため、吸収する光の幅が広がる。故に、上記のハイビスカス

とニンジンの混合色素液が一番吸収しやすい。 

実験２ ３つの光のスペクトルの吸収の差を調べた。 

 

※以降の実験、実験 3,4は、TiO2層の材料や条件などを変えた実験であ

り色素は統一している 

仮説３ ポリエチレングリコールは加熱の際に燃焼するので微小な穴が空

く。そのことにより科学的には表面積が広くなるので、色素を吸収しやす

くなり、起電力も上がる。 

実験３ TiO2 ペーストにポチエチレングリコールを加えた。色素はハイビ

スカスに統一した。 

仮説４ TiO2 ペーストにポリエチレングリコールがよく混ざると、実験３

より起電力が上がる。 

実験４ TiO2 ペーストを混ぜる時間を３０分と２４時間に分けて電流と電

圧を計測した。 

方法 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 


